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オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）

インターンシップ　実施項⽬ フォローアップ　事後学習（⾃由記述）

インターンシップ　内容詳細（⾃由記述）

⼯夫ポイント（⾃由記述）

教育的効果（⾃由記述）

改善活動（⾃由記述）

協⼒社員の属性

具体的社員交流

200522

200522

上場（株式公開）

1，000人～3，000人未満

食品
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特に対象とする学科系統はない

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

はい

いいえ

いいえ 食事代の支給あり　支給なし 最終日のオンライン懇親会の飲食代として一人につき2,000円を支給した

全てオンラインで実施

【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題解決、プレゼンなど）　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交流】社員との
座談会　【交流】参加学生との座談会　【その他】人事や社員による講義・レクチャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー

以下、プログラム順で概要を説明する。(1日目)
オリエンテーション：まず採用担当の自己紹介をおこなった。その際には管理職の担当者からもインターンシップに参加したことに対する御礼と高い倍率を突破
した旨を伝えた。その後、インターンシップの目的を参加者に伝え、学生個人の目標も設定してもらうよう呼び掛けた。最後に、学生に事前に作成してもらった
スライド資料を用いて学生全員の自己紹介を一人ずつ行い、学生同士の交流を図った。
若手営業社員の講話：2日目以降に取りくむグループワークの参考になるよう、ワークの内容と関連した部門の営業に携わる若手社員による講話を実施した。講
話では、普段の働き方や営業の業務のポイント等を説明した。説明後は質疑応答の時間も設けた。
マーケティング基礎講話：マーケティングの部署の管理職担当者より、「企業におけるマーケティング」について、専門外の学生でも理解できるよう詳しく説明
する講義をおこなった。講義ではマーケティング手法や実際の企業での取り組み事例等を紹介しながら説明し、最後は講義で学んだことを実際に翌日以降のグ
ループワークの際にアウトプットできるよう実践ワークシートを配布した。
若手事業部社員の講話：ワークで取り組む商材を担当する若手社員より、その商品の企画～製造～販売までの流れを説明した。説明後は質疑応答の時間も設け
た。
就活アドバイス講座：新入社員の採用担当者より、就活時及び採用担当としての経験や就活生を取り巻く環境を踏まえた上での、就活に関するアドバイスを話し
た。
(2日目)
若手社員座談会：各入社１～4年目の社員4名(職種、部門はバラバラ)と学生数名のグループに分かれた座談会を20分間×4回転実施。具体的な働き方や社風の理
解を深めてもらった。
マーケットリサーチに関するワークとフィードバック解説：詳細は別項参照
グループワーク：これまでの講義の内容を活用したグループワークに取り組んでもらった。
(3日目)
終日グループワークを実施した。途中で中間報告会もおこなった。
(最終日)
午前中はグループワークの続きをおこない、午後から発表会を実施した。その後各グループでの振り返りタイムを設けた。投票及び優勝グループの表彰式をおこ
ない、③の講話を担当した社員からのフィードバックを伝えた。
全プログラム終了後、学生同士の交流を図るためオンライン懇親会を実施した。

9

課長（マネージャー）　主任（チームリーダー）　若手社員

社員（人事以外）と学生が交流する機会は2回あり、1つは社員講話である。講話ではそれぞれの社員が自身の業務内容ややりがいを、
実際の写真や動画、イラスト等を用いて説明する。だがそれだけではなく、質疑応答では学生からの多数の質問にも答えるため交流が
一方通行にならない。質疑応答の時間も制限があるため、すべての質問への回答が出来ない場面もあったが、その場合はチャットから
質問を送って貰い、担当社員へ資料にまとめて共有し、回答を記入してもらったものを再度学生に共有することで、もれなく学生の疑
問をクリアにすることができた。
2つ目は社員座談会である。これは若手社員中心の座談会で、1~4年目の各年次からそれぞれ1名ずつ、総勢4名の社員に参加してもら
う。社員1名を学生５名の各班に加わってもらい、学生からの質問に回答する。質問内容は部署や業務についてだけではなく、就職活動
時のエピソードや社内の雰囲気など様々なものが聞かれる。社員からの回答も、ありきたりなものではなく、学生一人一人に合わせ
て、回答を調整したり、社員から学生に質問を投げかけてそこから深堀していくなど、社員と学生の交流はしっかりと深められた。

工夫したポイントは2点ある。1つは、ワークと社員講話の親和性を強めることである。ただ社員からの業務説明ややりがいを聞くだけでは
なく、自分たちが体験するワークの内容と社員講話の内容を関連付けることで、興味を持った状態で講話を聞き、ワークを体験した中での
疑問や発想を確認することが出来る。今回のインターンシップでは、ワークのテーマや概要を事前に説明した状態で先に社員講話をおこな
い、ワークの参考になる情報もあるので意識して聞いてほしい旨を伝えて、講話を聴いてもらうように工夫した。そうすることでより視
野・視座が高まったアンテナの高い状態でより有意義な情報収集ができたため、講話後の学生からの質問も充実したものであった。

2つ目のポイントは、学校の授業では学ぶことが難しい実践的な企業での事業の流れが学べるようにした点である。マーケティング基礎講
話では、担当部署に資料を作成してもらい、実際の企業における商品開発までの思考の組み立て方や、市場の分析手法など基礎知識をわか
りやすく説明した。そのため学生の成果物も、実際に当社の商品開発でおこなっている企画立案に近く実現性の高いレベルに仕上がった。

取り組んだ点は2点ある。1点目は就職活動に関する講話の内容を充実させたことである。講話の中では、就職活動の状況やインターン
シップの重要性等を、図やグラフを用いて説明することで、自分自身が置かれている状況を具体的に理解することができる。そこか
ら、本選考が始まるまでにどのような準備が必要なのか、選考が始まって入社までにすべきことはなにかということを考えさせること
で、就職活動をするためには、大学の学習を効率的に進める必要があることを認識し、その後の学習の深化や意欲向上につながったと
考える。
2点目は、参加者同士の交流を深めたことである。グループワークなど班に分かれて取り組む企画が多く、参加者同士の交流を深められ
る機会を多く提供した。また、人事担当者から、インターンシップが終わってからも参加者同士で連絡を取り合い、情報交換をしてく
ださいとアナウンスしたことで、参加者同士の交流が生まれた。実際に参加した学生から、インターンシップで知り合った学生同士で
連絡を取るようになり、励ましあうような関係になったという意見も聞き、その後の学習意欲の向上につながっていると感じる。

取り組んでいることは3点ある。1点目は参加者アンケートの見直しである。参加した学生にマイページ上でのアンケート回答を依頼してい
る。アンケートは全10問程設定しており、全体の満足度や勉強になったこと、インターンシップのそれぞれのプログラムの感想、改善点な
ど細かく記入できるように作成している。次回のインターンシップを企画する際には、必ずアンケート結果を確認し、改善している。
2点目は採用担当での振り返りを行うことである。インターンシップを担当した社員だけではなく、採用担当者全員で振り返りを行うこと
で、準備段階や本番では気付かなかった漏れや不備に気付くことが出来る。また、インターンシップの他のコースの担当者もいるため、
違った視点で意見をもらうことができ、新たな工夫や企画を発想することが出来る。
３点目は参加した社員から意見を貰うことである。社員講話や座談会で参加した社員に対して、参加の御礼を連絡する際に改善点や気に
なったところをヒアリングしている。そこで、運営面でのミスや学生への対応など第三者から見た意見を取り入れることで、人事課員では
気付けなかったところに気付き、ブラッシュアップできている。

インターンシップ参加目的の明確化　学生1人ひとりに対する目標設定　その他

インターンシップ全体の目的である「食品メーカーでのマーケティングと食品営業の仕事理解を深める」を達成させるため、インターン
シップ開始前の期間にて「マーケットリサーチ（MR）」に関する事前課題に設定した。具体的には、学生が買い物等でスーパーマーケッ
トやコンビニ等に買い物に行った際に、当社の商品を出来るだけ多く発見してもらうというものである。売り場のレイアウトや季節感な
ど、スーパー側・メーカー側の視点に立った工夫点にも気付きが得られるようにヒントとなる資料を事前に提供した上でMRに取り組んで
もらった。
インターンシップの際に、事前課題の成果をグループ毎に共有後、全体の前で発表してもらい、更にお互いの気づきや発見、学びを共有
してもらうことでより多くの学びを全員で共有できるように工夫した。全体で共有したのち、最後に担当から企業視点でのフィードバッ
クをおこなった。学生からは、事前に取り組んでいたMRのお陰で本番のワークでも参考になるような学びが得られた、MRで学んだことは
インターンシップ後の日常生活でも活用することできた、視座力が高まりその後の就活でも役に立っている、といった声が聞かれた。

グループに対する口頭でのフィードバック　個人に対する口頭でのフィードバック

30分未満 プログラム期間中複数回実施した

実際に専門的に業務に携わる社員から、より具体的なフィードバックを行ったことである。
ワークの成果物に対して各班10分程度ずつ、良かった点やアドバイス、実際に自社で採用する際の課題などを説明した。意識していた
ことは、実際の社員が企画した案としてのレベルでフィードバックを行うことである。商品を企画する際に、実際の商品企画で用いて
いる手法を説明しているため、どの班の質も非常に高い。良かった点のみのフィードバックや浅いフィードバックではなく、商品とし
て成立しているかだけではなく、ターゲットに刺さるプロモーションを企画できているか、原料のコストはどのように抑えられるの
か、工場のラインに落とし込んだときの課題点などもフィードバックで伝えることで、より企業視点で重要としているポイントや考え
方に気づいてもらうことができ、学生からの満足度も高まると感じている。また、なぜこの発想になったのかというプロセスも確認す
ることで、実際の業務との差や、改善点を論理的に伝え、納得感のあるフィードバックを心掛けている。学生からは、企業視点の意見
を聞くことは授業では学べないため非常に参考になったとの声が聞かれた。

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　学生全体に対する評価・フィードバック　個人面談　インターンシップ終
了後の定期的な連絡・フォロー　人事や社員による講義・レクチャー　就職活動に対するアドバイス・レクチャー　社員との交流会　その他

実施後フォローアップでは主に２点取り組んでいる。1点目は個人的な連絡を頻繁に取ることである。インターンシップ終了後、電話にて
個人的な感想をヒアリングし、学生ごとにインターンシップ全体を通してのフィードバックを実施している。そこで、弊社の志望度や志
望業界も合わせて確認する。具体的には、グループワークでの取り組み姿勢や特性など、評価している点やアドバイスを伝えている。
フィードバックする際は必ず良かった点だけではなくアドバイスも伝えるようにはしているが、決してネガティブな内容ではなく、今後
の就職活動で生かせるような内容にしている。また、必要に応じて、学生の興味のある分野の社員との個人面談や採用担当との個人面談
を実施した。
2点目はオンラインフォローイベントへの招待である。イベントでは、当社の理念について学べるワークや、社内ツアー動画の紹介、他の
学生との交流会、社員同士のやり取りをリアルタイムで見せられるパネルディスカッション形式の社員座談会などを取り入れ、オンライ
ンでは伝わりにくい内容やインターンシップで伝えられていない内容を中心に、より社風をリアルにイメージできるようにプログラムを
工夫した。


